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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 25日より職員の胸部レントゲンがあります。全員予約していると思いますが、業務に支障のないように声を掛け合い実施して下さい。

· 業務を行う際は、現在自分が行っていないことであっても意識し、他のスタッフと声を掛け合いながら進めていきましょう。担当はあくまで代表であり、病棟内すべてのことがスタッフ全員に関係することです。決して、知らなかったという事のないよう＜ほうれんそう＞を心掛け、チームワークを保ち、看護業務に取り組んでいきましょう。

＜猪股Dr担当患者様ケースカンファレンス＞

· 駒木　洋士様～４/２２の就床前薬よりレボトミン２５(1T)→５(２T)に減薬

　　　　　　　　　眠気の強さ訴えられているため、減薬となっています。現在も夜間の尿失禁を心配されホールで居眠りする状態が続き、夜間の睡眠状態が不安定となり、軽燥状態も引き続きみられています。自分の状態を把握できる方なので、今の状態をみつめていただけるよう話し、22時には就床して頂くように声掛けし、失禁の不安がある時は0時にトイレ誘導することを伝えていきましょう。担当者は早急にプランの変更をお願いします。

· 蛭名　豊美様～水分チェック表には1日の摂取量を2～3杯と記入されているが、腹満み　　　　　　　られ、本人に確認すると、２０杯との返答きかれることあります。また、　　　　　　　退院への焦りがみられていますが、入院前にあった性的逸脱行為に対し　　　　　　　ての内省の乏しさが依然としてみられています。

毎朝本人と水分摂取量について確認し、自己チェックして頂き、続けて飲水されている時は、体の事を考えて頂けるよう声掛けしていきましょう。また、何故入院しているのか、何故退院できないのか、自分のしてきたことへの振り返りができるよう関わっていきましょう。

＜日常生活支援プログラム評価・検討＞

· 高間木　八男様～「明日、後で」と拒否的発言多く、実行まで時間要しています。衣類　　　　　　　　の整理は乱雑ではあるが、まとめること出来ています。

　　　　　　　　　⇒出来ている部分を評価し、根気強く促していきましょう。

・八森　　正様　～自ら片付けられ、整理整頓できています。ペットボトルへ水を入れ、数時間チェストの上に置かれています。

　　　　　　　　⇒何故放置して置くのがいけないのか理解して頂き、ペットボトルは冷蔵庫を利用するよう促し、食中毒や暴力行為等、事故のないよう関わっていきましょう。

· 藤田　金弘様～布団は一度畳まれていますが、寒いという理由によりすぐに敷き直し　　　　　　　　潜り込まれています。

　　　　　　　　⇒寒い時は上着等を着て頂き、日中は出来るだけ離床するよう促していきましょう。

· 横山　耕生様～バスタオル、パジャマを洗濯されています。ベット上に私物が乱雑に置　　　　　　　かれているため、促しにて片付けて頂いています。　

　　　　　　　　⇒ベットは眠る場所であることを理解していただき、しまう場所を決め使用後は、その場へ戻す事を習慣付けていけるよう関わっていきましょう。

· 田野端　忠夫様～チェスト内の乱雑さ目立ち、衣類と砂糖を一緒に収納されています。　　　　　　　　コップ内の汚れあり、洗って頂いています。

　　　　　　　　　⇒以前できていた事が出来なくなってきています。拒否的言動は少なくなってきているので、以前できていたことを改めて評価し、振り返って頂きましょう。レベルが低下しないよう、もっと関わりをもっていく必要があります。

· 蛭名　豊美様～チェストの一部分が乱雑となっています。洗濯は自分で曜日を決め、洗　　　　　　　うこと出来ています。

　　　　　　　　⇒数日前に、ご家族様より衣類を持って来て頂いています。以前衣類を捨てる行為が見られていた為、注意して観察していきましょう。

※全体的に出来ている部分と、そうでない部分とがハッキリ現れてきているようです。出

来ていない部分を集中して関わっていきましょう。また、現在週1回のペースで行なって

いますが、もっと関わりが必要な方もいるため、担当者は個人個人に合ったプログラム

の見直しをお願いします。

